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【プチ情報】「いつもと違う」をどう教える？ 

「いつもと違うこと」を受け入れることが苦手な子供がいます。7月 19日からの夏休みは、普段と

は生活のリズムが異なります。例えば、デイサービスを利用する日、利用しない日、家族旅行に行く日、

祖父母の家に行く日、登校日などがあり、「いつもと違うこと」が多くなります。 

「いつもと違う」ことへの対策には、カレンダーが有効です。自宅のカレンダーには、予定を文字や

イラストなど、その子が分かる方法で記しておきましょう。また、普段からそのカレンダーを「保護者

と一緒に見る」あるいは「自分で見る」ことをルーティンにしておくことが大切です。「明日は〇○だ

よ」と、突然カレンダーを見せても子供はうまく受け入れられません。普段の積み重ねがあることで、

子供は、「明日は〇○だ」と少し先の未来を考えたり、「明日はできないけれど、○日にはできる」など、

予定が変わることもあることを受け入れたりしていきます。こうした子供たちの特性や関わり方をより

分かりやすく学べるのが 8月２０日（火）の PTA研修会です。皆様の参加をお待ちしております。 

あっという間に 1学期の終業式を迎えました。保護者の皆様、学校教育への 

ご理解とご協力ありがとうございました。楽しい夏休みをお過ごしください。 

皆さんに修学旅行の

報告をしました！ 
音楽の時間に練習した和太鼓の演奏をしました。 すごいね

「！「 

「トラックデザインコンテスト」で『特別賞』を受賞！ 

高等部の友達や先生の名前を覚えました。 

部活動で、「さるいわ」の貼絵を制作しました。 

１学期に立てた目標を振り返りました。 


